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１．まえがき	
 

	
 無線センサネットワークにおけるノード端末の消費電力

削減とノード端末から情報を収集する時間の短縮を図るた

めに，本研究では，計算機工学で分岐予測に用いられる予

測カウンタを用いたセンシングシステムを提案し，送信回

数を削減できることを確認したので報告する． 
	
 

２．予測カウンタを用いた無線センサネットワーク	
 

(1)	
 概要	
 

	
 無線センサネットワークは，温度等の測定を行うノード

と，それらノードから情報を収集するシンクから構成され

る．シンク及び各ノードは，それぞれのメモリ上に予測カ

ウンタを持ち，次時刻の測定値の予測を行う．また，ノー

ドは測定を行うごとに測定値と予測値を比較，その差が許

容誤差(Margin)を越えた場合，ノードの予測値を訂正．そ

の後，シンクと通信を行い，シンクの予測値をノードと同

様に訂正する．ここで，予測値と測定値が許容誤差内であ

れば訂正，通信を行わないことで，通信回数の削減を狙う．

なお，ノードとシンクのそれぞれのメモリ上にある予測カ

ウンタの内容は，同一であり，同じ予測を行う．	
 	
 

	
 

(2)	
 予測カウンタの利点	
 

	
 予測カウンタの利点を以下に列挙する．	
 

・ データベースを必要としない(統計的な予測ではない)	
 
・複雑な計算を伴わず，メモリ消費量も少ないので計算	
 	
 

	
 資源が限られたノードへの搭載が容易である	
 

	
 

(3)	
 予測方法	
 

	
 予測カウンタによる予測は，式(1)のように表現すること

ができる．ここで,vpast2	
 が2時刻前,vpast1	
 が	
 1	
 時刻前,	
 vpresent	
 

が最後にカウンタに格納された測定値であり,vprediction	
 が次

時刻の予測値である.また,CM(Counter	
 Margin)	
 は変化量
の線形条件を緩和するために設けたものである.	
 

€ 

vprediction =
vpresent ,                          Δ > CM
vpresent +vpresent - vpast1,   otherwise
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Δ = vpast2 − vpast1( ) − vpast1 − vpresent( ) 	
 
	
 

(3)	
 ノードに搭載された予測カウンタの挙動	
 

	
 ここでは，ノードの予測カウンタの内容が Fig.1 の場合

を例に挙げ説明する．Fig.1 では，測定値が 25 から測定時

刻ごとに 1 ずつ増加していることがわかる．ここで予測カ

ウンタは，次の測定時においてもこの増加が続くと予測，

カウンタの最も新しい値“27”に 1 を加えた“28”を予測

値とし，センサが測定した値と比較する．例では予測値と

センサの値が等しく“28”であるので，そのまま予測カウ

ンタに格納する(カウンタの中身が 1時刻ずつずれる)．	
 

	
 

３．諸元	
 

	
 実験諸元を Table.1 に示す．	
 

	
 
Fig.1	
 A	
 structure	
 of	
 “Prediction	
 Counter”	
 

	
 

Table.1	
 Experiment	
 conditions	
 

Number	
 of	
 nodes	
 10	
 

Location	
 Indoor	
 

Node	
 NeoMOTE(MPR260X)	
 1	
 	
 	
 

Sensor	
 board	
 MTS3002	
 

Sensing	
 object	
 Temperature	
 

Sensing	
 interval	
 5	
 minutes	
 

Margin	
 0.1	
 ℃	
 

Counter	
 margin	
 0.1	
 ℃	
 

Sensing	
 data	
 2009/11/26	
 

	
 

４．結果	
 

	
 結果を Fig.2 に示す．グラフは測定値を全て送信した場

合(Total)，測定値の平均値を予測に用いた場合(Mean	
 

prediction)，提案方式(Proposed)での送信回数を表してい

る．提案方式による予測を行う事で，Total との比較で約

89％，平均値を用いた予測との比較で約 50％送信回数を削

減する事ができた．	
 

	
 
Fig2.	
 Real	
 experiment	
 result	
 (Means	
 vs.	
 Proposed)	
 

	
 

５．まとめ	
 

本研究では，ノードの消費電力削減，情報収集時間の短

縮に繋がる予測センシング[1]の予測方法として，予測カウ

ンタを提案した．実機実験の結果，予測適用前より送信回

数を焼く 89％削減する事ができ，平均値を予測に用いた倍

の削減率を得た．	
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